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研究成果の概要（和文）：本研究は、「ボルガ・バスケット」を事例に、ガーナ産手工芸品のグローバルな循環
の動態を、日本の消費者および企業の実践やアクター間関係から解明することをめざしたものである。本研究の
主な成果は以下の3点である。（１）「オルタナティブな」消費実践にとどまらない消費者の志向の多様性がバ
スケットの循環の原動力となっていることをあきらかにしたこと、（２）他方で、いかなる消費理念を掲げよう
とも、近年の消費者がもとめているのは、畢竟手ごろな価格で高品質な手工芸品であることをあきらかにし、
（３）（２）のような消費者の要望に応えつつ商品の循環を維持するための消費地卸の契約外の実践を実証した
こと。

研究成果の概要（英文）：This study examines how the global commodity circuit for Bolga baskets, a 
Ghanaian handicraft item, has been maintained by analyzing the associated marketing/consumption 
practices. Five different, partly overlapping circuits of consumption are identified. This 
multiplicity of consumption circuits provides markets for the various kinds of baskets. While some 
circuits emphasize alternative consumption practices, the results of interviews with retailers and 
analysis of consumers’ blogs and online reviews suggests that consumers actually demand 
higher-quality baskets of moderate prices. This study then examines the trading practices 
wholesalers employ to meet the demands of “picky” consumers and the former’s relationship with 
weavers and local middlemen. It describes the circuits cannot be maintained without flexible trading
 practices based on the holistic understandings of the life in the basket-producing villages, which 
leads to an adequate supply of higher-quality baskets.

研究分野：地域研究、文化人類学

キーワード： 手工芸品　現代消費文化　流通　企業　ガーナ　「顔の見える」関係

  ３版
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１．研究開始当初の背景 
「倫理的消費」の勃興や「ハンドメイド」
への評価などに代表されるように、アジアや
アフリカでつくられる手工芸品の消費は、新
自由主義的な経済システムのグローバルな
推進に対するアンチテーゼとしての側面を
もちながら促進されている。手工芸品のグロ
ーバルなバリューチェーンは利用価値や価
格競争力だけでなく、経済的な公正やローカ
ルな伝統文化の価値等でうごいており、先進
諸国の消費者による貧困国の生産者への理
解・共感に支えられた「連帯」関係をうみだ
す可能性があると評価されている（Nash 
1993他）。 
他方で、消費者がもとめ、企業が宣伝する
生産者像は実際の生産者の現状を反映して
おらず、不正確な情報やイメージのみにもと
づく「連帯」は実際には空虚な関係でしかな
い等の批判もある（中谷 2005他）。事実、倫
理的消費の高まりをうけた新たなビジネス
機会の創出が、生産者に過剰な労働を強いる
ことにつながる等、問題をひきおこしている
事例は数多く報告されている（McGackin 
1998他）。 
こうした産地の問題の根底には、不完全／
不正確な情報しかもたず、景気や社会情勢、
広告に左右されやすい「気まぐれ」な消費者
や、上記のような理念をもちつつも「気まぐ
れ」な消費者を相手に利益をあげる企業の手
に、アジアやアフリカの手工芸品産業の持続
性がゆだねられているという現実がある。 
しかし、消費理念の展開とそれが産地にお
よぼす正負の影響については研究の蓄積が
あるのに対し、消費地におけるアクターの動
向については広告分析や言説批判が中心を
占め、実際の消費者の購買行動や、企業の商
実践を実証的に調査した研究はたち遅れて
いる。新たな消費潮流の勃興が手工芸品のグ
ローバルな循環にもたらす可能性や問題・限
界を論じるためには、産地研究だけでなく、
先進諸国の消費市場がいかなるしくみで動
いているのかを人びとの実践から解きあか
す必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
以上の問題意識をふまえ、本研究は、消費
地においてボルガ・バスケットの流通をにな
う企業（以下、「消費地卸」）と消費者を対象
に、消費・流通にまつわる実践とその論理を
実証的にあきらかにすることを目的とした。
生産地－消費地関係がかかえる現実的な問
題と同時に、それをのりこえようとする人び
との営みを描きだすことによって、手工芸品
のグローバルな循環の動態を解明すること
をめざした。 
 
 
３．研究の方法 
（１）ボルガ・バスケットの消費・流通をう

ながす社会・経済・政治的背景の把握 
ボルガ・バスケットの消費と流通をめぐる
キー概念を析出するため、日本の小売企業に
よるインターネット広告 100 件、および欧米
のインターネット広告 50 件を分析した。ま
たその概念が生じた社会・経済・政治的背景
をあきらかにするため、文献調査を実施した。 
 
（２）インターフェイスとしての消費地卸
の実践の解明 
消費地卸は、ガーナの生産者や仲介業者か
ら商品を購入し、日本の小売店や消費者にむ
けて販売する、流通の要をになうアクターで
ある。本研究では、商品の継続的な循環にお
ける消費地卸の役割とその実践をあきらか
にするため、生産地のアクターとの取引の参
与観察および聞き取り調査を実施した。参与
観察は、筆者が 2010 年以来調査を続けてい
るガーナ共和国アッパーイースト州N村にて
実施した。 
 
（３）消費者の購買動機の解明 
消費者の購買動機や消費志向を調査し、彼
らの消費行為がバスケットのグローバルな
循環にどのように関与しているのかを考察
するために、以下の調査を実施した。①バス
ケット購入者のブログや口コミの分析、②消
費者の購買行動を実際にみている小売企業
への聞き取り調査。 
 
なお研究期間の制約から、（２）、（３）に
ついてはボルガ・バスケットの主要な消費地
のひとつである日本の消費者および消費地
卸に焦点をあてて調査を実施した。 
 
 
４．研究成果 
（１）第一の成果は、ボルガ・バスケットの
消費を促す複数の消費潮流を同定し、「オル
タナティブな消費実践」にとどまらない消費
潮流の多様性こそがバスケットの広範な流
通を可能としていることをあきらかにした
点である。 
具体的には、「インテリア」、「ファッショ
ン」、「エスニック／アフリカ」、「手づくり／
ハンドメイド」、「フェアトレード」といった、
5 つの消費潮流が確認できた。これらはいず
れも「ナチュラル」であることや「天然素材」
で作られていることを強調する点で共通し
ていたが、強調する価値の異なる潮流という
ことができた。 
①  「インテリア」および「ファッショ
ン」の文脈では、機能性、流行との親
和性、見た目のよさ、ファッション性
の高さが重視されていた。このことは、
バスケットにデザインのよさや形状の
均整をもとめることにつながっていた。 
②  他方で、「エスニック／アフリカ」、
「手づくり／ハンドメイド」、「フェア
トレード」は、大量生産・大量消費社



会における画一化・規格化、機械制生
産に異議をとなえる「オルタナティブ
な消費実践」として比較的新しく成立
した消費潮流である。「エスニック／ア
フリカ」、「手づくり／ハンドメイド」
が強調される文脈では、各地の伝統や
ローカリティ、ゆったりとした全人的
な労働のあり方、人の手による仕事で
あることなどに価値を置いていた。そ
のことは、形のゆがみや商品の不均質
さにも価値を見出すことにつながって
いた。 
③  そして、「フェアトレード」は、これ
までの消費社会および経済体制が生み
出し、再生産してきた南北格差や貧困
問題の是正を目的に誕生した潮流であ
り、「倫理」や「持続可能性」が価値判
断の基準となっていた。そこでは、モ
ノが作られたプロセスや生産者に支払
われる対価の「公正性」「倫理性」が重
視される傾向にあった。 
それぞれの潮流が重視する事柄の内実は
ともかくとして、上記のような複数の消費潮
流の存在を生産地の側から眺めてみると、価
値の見出し方の異なる複数の消費潮流があ
ることで、品質にばらつきのあるバスケット
をもれなく流通にのせることが可能となっ
ていた。以上から、「オルタナティブな」消
費実践にとどまらない消費者の嗜好の多様
性が、バスケットの循環の原動力となってい
ることがあきらかになった。 
 
（２）第二の成果は、（１）のような複数の
潮流がある一方で、いかなる消費理念を掲げ
ていようとも、近年の消費者が求めているの
は、つまるところ高品質でありながら手ごろ
な価格で購入できる手工芸品であることを
あきらかにしたことである。 
広告分析の結果から、本研究がおもな調査
対象とした日本消費者の特徴としては、欧米
と比べて倫理的消費に関する意識は高くな
く、天然素材を使った手づくりの品物である
ことを重視する傾向がみられた。上記の傾向
をふまえながら、日本の消費者の実際の購買
動機を、他国、とくに日本のカゴと比較しな
がら検討した。 
その結果、日本の消費者がボルガ・バスケ
ットを購入する理由は、手づくりであること
や、魅力的な色柄や形状のほか、「親しみや
すさ」、「丈夫さ」、「使い勝手のよさ」、編み
目の緻密さ、仕事の丁寧さといった「質の高
さ」にあることがわかった。しかし、小売企
業への聞き取りから、ボルガ・バスケットの
売り上げは上々である一方で、これらの条件
を満たしていると考えられる日本の手工芸
品の売れゆきは必ずしも伸びていないこと
がわかった。 
売り上げに相違がでる最大の要因は価格
であると考えることができた。ボルガ・バス
ケットは日本のカゴと比べて価格が手ごろ

であるために、気負いなく使えることが、前
述のような評価に結びついていた。つまり、
ボルガ・バスケットが、質のよさを感じさせ
ながら、価格が手ごろな手づくりバスケット
であることが、日本における消費を促してい
ることがあきらかになった。 
また、バスケットに質の高さをもとめる風
潮は他の消費潮流においても確認できた。近
年生産地では、高品質バスケットを集めるた
めに仲介業者による編み手の組織化や「青田
刈り」がさかんになっている。その背景には、
消費地市場におけるフェアトレードの主流
化にともなう商品の差異化の必要性（渡辺  
2010，Goodman 2003）や、製品の完成度や見
た目のよさに価値をおくインテリア・ファッ
ション市場におけるバスケットへの注目の
高まりなどがあると考えられた。 
以上をまとめると、消費者は商品の質の高
さを前提としたうえで、のんびりとした生産
のようすや倫理的な労働環境といったオル
タナティブな要素を求めていた。消費地卸に
は、こうした消費者の「わがまま」な欲求を
満たす商品を開発し、生産させることが求め
られていた。 
 
（３）第三の成果は、商品の循環を維持する
ための消費地卸の契約外の実践の重要性を
実証的にあきらかにしたことである。 
近年需要が高まっている高品質バスケッ
トの循環がどのようなかたちで維持されて
いるのかをあきらかにするため、本研究では、
生産地との取引関係が短期間で終わった消
費地卸と長期間継続した消費地卸の違いに
着目した。 
高品質バスケットを扱う消費地卸は、形の
均整さ、模様の美しさ、注文どおりの色調、
原料の後処理のよさなど、一般的なバスケッ
トよりも高い買取基準を設定していた。また、
これらの企業は、日本人の用途や嗜好に合う
独自のデザインを考案しており、編み手が好
きな色柄を編みこむ一般的なバスケットと
は異なり、図案どおりのバスケットを生産さ
せる必要があった。 
上記のような指定を伴うバスケットを製
作することは、編み手にとっては必ずしも最
良の選択肢ではなかった。補足すると、ボル
ガ・バスケットの編み手は専業の職人ではな
く、一万人以上の一般の村人である。彼らは
農業や小売業など他の生業との兼ね合いを
とりながらバスケットを編んでおり、バスケ
ットだけに生計を依存していない。また、上
記のような指定のないバスケットの販路も
ある。編み手にとって、高品質バスケットの
製作は、純利益は比較的高くても、（対価が
支払われない）編み直しなどのリスクを伴う
選択肢であった。 
このような状況で、高品質バスケットの取
引を長期間継続している消費地卸は、最低で
も年に数週間、最大で数年にわたり村に従業
員を派遣していた。彼らは編み手の生活や仲



介業者の仕事をよく理解していた。そのため、
たとえば編み手の前で製作のやりなおしを
依頼する際には、どこが悪いと厳しく責める
のではなく、冗談を交えながらさりげなく修
正点を指摘するなど、円滑なコミュニケーシ
ョンのためのふるまい方を一部身につけて
いた。また、編み手の管理や指導は地元の仲
介業者（生産者からバスケットを買いとり、
企業に転売する者）に任せ、干渉しすぎない
といった実践もみられた。これは、村人同士
でないとわからない事情やコミュニケーシ
ョンの仕方があることを感じとったうえで
の実践であると考えられた。 
対仲介業者関係では、品質基準以下の商品
や契約外の品物を買いとって仲介業者の仕
事を助ける、契約上は禁止しているオリジナ
ルデザインの横流しや商品の転売を黙認す
る（あきらめる）など、決して裕福ではない
現地の状況をふまえた買いとりを時折おこ
なっていた。このような柔軟な買いとり実践
は、企業の損失にならないという算段のもと
でおこなわれるものではあるが、生産地の人
びとの生活や彼らが抱くであろう感情への
理解や配慮も含んでいた。 
上記のような配慮を仲介業者も感じとり、
そうした企業との取引は他を差し置いても
成功させようとしていた。反対に、契約どお
りの取引しか行わない企業とは交渉が決裂
し、関係が短期間で終わってしまうことが少
なくなかった。以上から、「安くて高品質な
アフリカのバスケット」のグローバルな循環
は、消費地卸と生産地の人びとの対面的な関
係の有無と、生産地社会の生活に関する総体
的な理解にもとづく柔軟な商実践によって
かろうじて維持されていることがあきらか
になった。両者の関係は資本主義的な経済関
係であることに違いはないが、その中身は契
約外の状況への配慮にもとづく、より「人間
的」で「顔の見える」関係であるといえた。
本研究は、先行研究で「資本主義的な経済関
係を巧みに覆い隠している」と批判されてき
た消費地企業の実践を実証的にあきらかに
し、その実践が商品の循環に果たす意味を文
化人類学的に検討する視点を提供すること
ができた。 
（１）～（３）を総合して、本研究は異な
る意図をもつ多様なアクターの微細な実践
の総体として商品のグローバルな循環の動
態を分析する新たな視点を提示した。これら
の成果の一部は論文として発表した。また、
今年度中にいくつかの論文を公開する予定
である。 
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h.html 
多文化社会学部アフリカハウス 
https://www.facebook.com/sghssafricahou
se/ 
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